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=
千
住
新
橋
の
改
修
進
む
=

区
内
の
堤
北
と
堤
南
を
結
ん
で
い
る
千
住
新
橋
は
当

面
一
千
八
百
余
万
円
の
予
算
を
も
つ
て
着
々
と
補
修

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
現
在
の
橋
の
両
側
に
三
米
巾
の
歩
道
を

新
設
し
又
車
道
の
部
分
も
あ
る
程
度
の
修
理
を

加
え
る
工
事
で
昭
和
三
十
二
年
度
中
に
完
成
さ

せ
る
予
定
と
な
つ
て
い
ま
す
。

〝
写
真

は
修
理
中
の
千
住
新
橋
〟

ア ジ ア善 隣 国 民 運 動
黄色い羽根募金に御協力を!

日
本
の
国
連
加
盟
も
実
現
し
日
本

の
国
際
的
地
位
も
著
し
く
変
化
し

て
来
ま
し
た
。

日
本
は
今
後
隣
り
合
つ
て
い
る
ア

ジ
ア
諸
国
と
友
好
善
隣
の
関
係
と

増
進
し
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
事

に
努
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
私
達
の
ア
ジ
ア
に
つ
い
て

も
つ
て
い
る
知
識
は
多
く
の
場
合

極
め
て
低
い
が
古
い
も
の
で
す
。

ま
し
て
戦
後
目
ま
ぐ
る
し
い
変
り

方
を
見
せ
た
今
、
私
達
の
知
ら
な

い
事
は
余
り
に
も
多
過
ぎ
ま
す
。

日
本
の
進
む
道
は
ア
ジ
ア
を
離
れ

て
は
な
く
こ
の
こ
と
は
文
化
、
経

済
等
の
昔
か
ら
の
つ
な
が
り
を
見

て
も
明
ら
か
で
す
。

私
達
は
も
つ
と
深
く
正
し
く
今
の

ア
ジ
ア
を
知
つ
て
そ
れ
ら
の
国
民

と
友
好
善
隣
の
手
を
結
ば
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

十
億
の
民
と
二
十
に
近
い
国
々
が

国
土
建
設
に
努
力
し
て
い
る
新
し

い
ア
ジ
ア
に
日
本
と
し
て
果
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
協
力
を

求
め
る
声
も
多
く
あ
り
ま
す
。

私
達
は
謙
虚
に
そ
れ
等
の
声
を
聞

き
「
日
本
は
ア
ジ
ア
の
孤
児
」
と

い
う
よ
う
な
言
葉
を
聞
か
な
い
よ

う
善
隣
の
道
を
開
い
て
行
き
ま
し

よ
う
。

こ
う
い
う
意
味
か
ら
、
ア
ジ
ア
人

同
志
が
お
互
に
理
解
し
手
を
と
り

合
つ
て
明
る
い
希
望
に
み
ち
た
明

日
の
ア
ジ
ア
を
築
く
た
め
こ
の
ア

ジ
ア
善
隣
国
民
運
動
が
始
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
運
動
に
必
要
な
資
金
は
黄
色

い
羽
根
募
金
と
し
て
二
月
一
日
か

ら
二
ケ
月
間
全
国
一
せ
い
に
始
め

ら
れ
て
お
り
集
め
ら
れ
た
資
金
は

マ
ニ
ラ
カ
ソ
リ
ツ
ク
大
寺
院
再
建

用
セ
メ
ン
ト
の
寄
贈
、
ビ
ル
マ
へ

の
大
仏
像
寄
贈
、
医
療
機
械
と
医

療
施
設
の
寄
贈
、
セ
イ
ロ
ン
の
仏

典
編
集
へ
の
協
力
等
が
計
画
さ
れ

一
部
が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
ま
す

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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新
し
い
民
生
委
員
決
る

男
　
一
四
八
名
　
女
　
三
九
名

昨
年
十
二
月
一
日
付
で
足
立
区
の

新
し
い
民
生
委
員
一
八
六
名
が
厚

生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
二
月
十

五
日
午
后
区
議
会
議
場
で
委
嘱
辞

令
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
と

い
う
法
律
に
よ
つ
て
市
区
町
村
の

区
域
ご
と
に
置
か
れ
、
社
会
奉
仕

の
精
神
を
も
つ
て
住
民
の
保
護
指

導
に
当
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
を

は
か
る
こ
と
を
任
と
し
て
い
ま

す
。

そ
の
職
務
内
客
は
生
活
困
窮
者
の

相
談
に
応
じ
、
各
福
祉
機
関
、
事

業
施
設
に
協
力
す
る
ほ
か
、
児
童

委
員
も
兼
ね
て
い
る
の
で
児
童
、

母
子
世
帯
な
ど
の
指
導
育
成
、
或

は
留
守
家
族
の
援
護
と
多
方
面
に

わ
た
り
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

新
民
生
委
員
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
と

お
り
で
す
。

(
千
住
関
屋
町
)
鈴
木
春
吉
　
(千

住
曙
町
)
藪
野
芳
枝
　
(千
住
東
町
)

榎
本
誠
二
、
高
橋
大
造
、
村
山
与

一
郎
、
松
永
保
三
　
(千
住
旭
町
)

北
村
順
子
、
宮
川
平
五
郎
、
河
内

仁
助
、
(
柳
原
町
)
森
山
政
男
、

志
村
次
郎
蔵
、
飯
島
松
治
、
野
沢

知
治
、
矢
野
昌
訓
、
神
山
リ
ク
、
(

日
の
出
町
)
葭
原
鶴
吉
、
瀬
田

市
太
郎
、
中
畑
よ
ね
、
(
千
住
橋

戸
町
)
岡
田
て
い
、
(
千
住
河
原

町
)
中
村
繁
蔵
、
(
千
住
仲
町
)

蓮
波
善
澄
、
玉
野
裕
次
郎
、
(
千

住
宮
元
町
)
島
田
辰
三
郎
、
(
千

住
竜
田
町
)
植
竹
義
之
、
(
千
住

中
居
町
)
望
月
ト
キ
、
(
千
住
桜

木
町
)
野
沢
久
次
郎
、
吉
田
勇
蔵

(
千
住
緑
町
)
長
崎
源
、
中
里
敬

二
、(
千
住
一
丁
目
)
山
崎
了
昭

(
千
住
二
丁
目
)
水
野
了
勝
、
鈴

木
祐
明
、
(
千
住
三
丁
目
)
塩
谷

ひ
ろ
、
浅
川
道
三
、
(
千
住
四
丁

目
)
高
島
勘
治
、
(
千
住
五
丁
目
)

江
川
栄
一
、
寺
岡
藤
吉
、
杉
浦

留
吉
、
田
村
文
子
、
(
千
住
大
川

町
)
西
沢
敬
光
、
橋
本
翠
、
大
道

八
千
代
、
小
沢
武
雄
、
宮
田
喜
平

(千
住
柳
町
)
芦
田
晃
子
、
字
野

き
く
え
、
有
川
三
郎
、
(
千
住
寿

町
)
斎
藤
栄
三
、
川
名
ウ
メ
ヨ
、

小
林
勇
太
郎
、
(
千
住
元
町
)
安

形
チ
ヨ
ノ
、
小
守
衛
、
千
川
喜
平
　

(
千
住
八
千
代
町
)
浅
井
辰
五
郎
　

(
千
住
高
砂
町
)
西
野
善
次
、
島

崎
正
次
郎
、
古
川
静
子
、
鈴
木
武
　

(
千
住
末
広
町
)
児
玉
八
十
路
、

中
沢
赳
夫
、
佐
々
木
和
佐
之
助
、

(
千
住
若
松
町
)
丸
勘
次
郎
　(
本

木
町
一
丁
目
)
伊
野
賢
寿
、
笠
原

泰
次
郎
、
瀬
田
孝
三
郎
、
森
辰
雄

北
畑
武
三
、
宮
口
鉄
治
、
渡
辺
和

治
、
福
澄
義
雄
、
森
川
千
代
、
内

山
幸
隆
、
清
水
廸
衛
、
山
田
鉦
三

(
本
木
町
二
丁
目
)
石
井
敬
道
、

兼
本
国
太
、
三
沢
助
蔵
、
中
沢
金

三
郎
、
黒
須
宗
太
郎
、
土
屋
い
ね

瀬
田
せ
ん
、
小
宮
光
子
、
土
屋
朝

由
、
川
口
ウ
エ
ノ
、
(
本
木
町
三

丁
目
)
瀬
田
金
蔵
、
片
野
孫
蔵
、

田
口
富
蔵

、
菊
地
福
蔵
、
(
本
木

町
四
丁
目
)
小
宮
金
太
郎
、
(
本

木
町
五
丁
目
)
阿
出
川
誠
一
　
(興

野
町)

内
田
市
郎
、
岡
野
敏
男
、

持
木
水
吉
、(

西
新
井
町)

佐
々

木
福
松
、
大
橋
栄
一
、
川
崎
広
蔵

岡
本
伊
八
、(

栗
原
町)

森
み
や

石
田
篤
三
郎
、
木
島
常
吉
、(

興

野
町)

朝
比
奈
玄
三
郎
、
笹
原
丑

蔵
、
竹
内
ア
ヤ
ノ
、(

梅
田
町)

田
中
亮
、
増
淵
吉
太
郎
、
三
谷
信

吉
、
吉
岡
栄
子
、
松
崎
順
赫
、
大

当
レ
イ
、
国
井
重
二
、
玉
村
吉
三

郎
、
中
山
三
治
、
山
本
芳
蔵
、
中
塚

熊
治
郎
、
藤
田
幸
三
郎
、
(
千

住
弥
生
町
)
榊
原
鉄
正
、
(
東
栗

原
町
)
谷
古
宇
新
次
郎
、
(
小
右

衛
門
町
)
渡
辺
光
右
衛
門
、
(
島

根
町
)
遠
藤
亥
三
郎
、
小
川
泰
次

郎
、
園
田
音
次
郎
、
(
梅
島
町
)

背
戸
芳
造
、
松
本
伴
七
、
関
根
竹

蔵
、
(
新
田
上
町
)
茂
出
木
芳
蔵

茂
出
木
庄
輔
、
(
新
田
下
町
)
長

谷
川
弥
重
、
(
南
鹿
浜
町
)
榎
本

森
次
、
(
南
堀
之
内
町
)
渡
辺
敏

子
、
(
南
宮
城
町
)
下
川
貞
信
、

恒
川
は
る
、
(
小
台
町
)
下
川
亀

蔵
、
小
泉
庫
三
、
佐
伯
ヒ
サ
エ
、
(

高
野
町
)
中
村
富
寿
松
、
(
上

沼
田
町
)
江
口
庸
夫
、
野
口
あ
さ

(
下
沼
田
町
)
宇
田
川
つ
ね
、
石

渡
善
一
、
清
水
武
治
、
(
谷
在
家

町
)
浅
香
寿
平
、
(
北
鹿
浜
町
)

小
宮
八
重
、
小
宮
秀
一
、
(
北
堀

之
内
町
)
巌
良
誉
、
(
舎
人
町
)

平
柳
一
枝
、
(
入
谷
町
)
市
川
治

右
衛
門
、
(
古
千
谷
町
)
大
島
マ

チ
、
(
伊
興
町
本
町
)
弘
沢
快
竜

(
伊
興
町
前
沼
)
水
越
チ
ヨ
ノ
、
(

伊
興
町
峡
間
)
三
村
了
照
、
(

保
木
間
町
)
矢
島
す
み
え
、
坂
田

武
男
、
細
井
種
三
、
(
竹
之
塚
町
)

古
庄
静
男
、
(
六
月
町
)
坂
田

藤
吉
、
(
花
畑
町
)
高
橋
直
次
郎

金
杉
幸
之
輔
、
小
宮
金
之
助
、
(

神
明
町
)
星
野
さ
く
、
(
六
ツ
木

町
)
寺
島
俊
一
、
(
東
加
平
町
)

伊
藤
繁
太
郎
、
(
西
加
平
町
)
伊

藤
彦
七
、
(
大
谷
田
町
)
関
根
直

澄
、
荻
原
京
蔵
、
小
久
保
才
吉
、

稲
村
四
郎
吉
、
小
林
功
、
羽
住
清

久
、
金
子
一
内
、
(
長
門
町
)
遠

田
嘉
隆
、
下
島
泰
造
、
鈴
木
鐘
次

郎
、
(
蒲
原
町
)
高
橋
末
次
郎
、

村
越
力
蔵
、
(
北
三
谷
町
)
清
水

郷
一
、
玉
木
軍
造
、(

下

谷
中
町)

山
崎
喜
太
郎
、(

五
反
野
南
町)

市
塚
ち
よ
、
橋
爪
き
よ
の
、
岡

田
素
関
、
宮
部
キ
ミ
子
、
(
四
ツ

家
町
)
市
川
秀
雄
、
(
二
ツ
家
町
)

青
木
伊
三
郎
、
(
五
兵
衛
町
)

金
子
伊
平
、
(
日
の
出
町
)
嵯
峨

定
一
、
(
普
賢
寺
町
)
増
田
次
作

(
伊
藤
谷
本
町
)
根
本
佐
一

堤 北 地 区 も
汲取券の制度実施

足
立
区
の
屎
尿
の
汲
取
は
堤
南
地

区
で
は
汲
取
券
の
制
度
を
堤
北
地

区
で
は
現
金
扱
い
を
行
な
つ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
か

ら
堤
北
地
区
で
も
汲

取
券
に
よ
る
汲
取
が

行
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

◇
…
…
こ
れ
は
堤
北

地
区
が
農
家
に
近
い

関
係
か
ら
無
料
で
処

理
し
て
い
た
の
が
化

学
肥
料
を
使
う
農
家

が
増
え
た
た
め
有
料

と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
汲
取
料
が
千
差

万
別
で
汲
取
申
告
や

苦
情
が
毎
日
百
件
を
越
す
有
様
で

公
平
に
同
じ
税
金
を
負
担
し
て
い

た
だ
き
、
お
互
の
権
利
を
守
る
と

い
う
建
前
か
ら
こ
の
制
度
を
と
る

こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
す
。

◇
…
…
汲
取
券
は
町
会
、
婦
人
会

を
通
じ
て
御
手
許
に
届
く
こ
と
に

な
つ
て
い
ま
す
が
こ
の
制
度
は
一

樽
十
五
円
で
汲
取
つ
た
実
量
で
汲

取
人
に
支
払
つ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
仕
事
は
農
家
の
権

利
で
な
く
東
京
都
が
行
な
う
も
の

で
す
か
ら
責
任
を
も
つ
て
御
要
望

に
こ
た
え
る
体
制
を
と
つ
て
い
ま

す
か
ら
ど
う
ぞ
こ
の
制
度
の
活
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
又
こ
の
事
に

つ
い
て
の
御
連
絡
は
清
掃
局
足
立

出
張
所
(
8
8
)
四
九
一
六
に
御
遠
慮
な

く
お
寄
せ
下
さ
い
。

な
お
生
活
に
お
困
り
の
方
は
無
料

券
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

足 立 区 の 人 口 状 況 昭和32. 3. 1現在



区 政 の お 知 ら せ第99 号( 3)

地
元
商
店
の
発
展
に

区

で
買
物
座
談

会

商
店
と
消
費
者
が
互

に
理
解
し
合
う
こ
と

は
区
内
商
業
の
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
が

多
い
と
い
う
こ
と
か

ら
二
月
五
日
午
后
区

議
会
議
場
で
、
商
工

指
導
所
、
商
店
連
合

会
、
町
会
、
自
治
会

婦
人
会
の
人
々
を
招

い
て
買
物
座
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

◇
席
上
、
正
札
販
売

の
徹
底
、
尾
行
販
売

の
改
善
、
店
員
教
育
、
百
貨
店
対

策
、
福
引
を
廃
止
し
て
割
引
を
し

て
欲
し
い
等
と
い
う
意
見
質
問
に

対
し
て
商
店
側
は
横
の
デ
パ
ー
ト

と
し
て
の
組
織
化
、
店
員
教
育
は

給
料
の
支
払
者
は
お
客
だ
と
い
う

店
員
精
神
を
中
心
と
し
て
行
な
つ

て
い
る
。
デ
パ
ー
ト
の
配
達
に
対

し
商
店
街
と
し
て
配
達
機
関
を
作

る
か
と
考
慮
中
で
あ
る
と
か
答
弁

に
努
め
ま
し
た
が
、
中
に
は
福
引

の
景
品
マ
ツ
チ
は
安
い
も
の
だ
か

ら
品
質
を
良
く
吟
味
し
て
欲
し
い

等
細
か
い
所
ま
で
苦
言
を
チ
ヨ
ツ
ピ

リ
…
…
…

商
店
経
営
の
上
に
示
唆
す
る
と
こ

ろ
を
多
く
残
し
て
散
会
し
ま
し

た
。

都
営
住
宅
を
希
望
さ
れ
る
方
に

都
営
住
宅
は
住
宅
に
お
困
り
の
方

に
供
給
し
て
住
宅
難
を
緩
和
す
る

た
め
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
が

希
望
者
に
は
次
の
要
領
で
使
用
申

込
を
受
け
つ
け
る
こ
と
に
な
つ
て

い
ま
す
。

◇
一
般
的
要
件

(
イ
)
東
京
都
民
で
あ
る
こ
と
、
(
ロ
)
現

に
住
宅
に
困
つ
て
い
る
理
由
が
明

ら
か
な
こ
と
、
(
ハ
)
現
に
同
居
し
、

又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

あ
る
こ
と
、
(
ニ
)
一
定
の
収
入
が
あ

る
こ
と

◇
個
別
的
要
件

住
宅
は
一
種
か
ら
三
種
ま
で
あ
り

ま
す
が
申
込
に
は
前
述
の
一
般
的

要
件
の
ほ
か
、
次
の
要
件
が
必
要

で
す
。

(
1
)
第
一
種

(
イ
)
一
家
の
手
取
月
収
の
合
計
が

一
万
六
千
円
以
上
三
万
二
千

ま
で
の
こ
と

(
ロ
)
住
宅
困
窮
状
況
の
申
告
を
済

ま
せ
、
資
格
証
が
あ
る
こ
と

(
2
)
第
二
種
及
び
第
三
種

(
イ
)
月
収
の
合
計
が
一
万
六
千
円

以
下
の
こ
と

(
ロ
)
住
宅
困
窮
状
況
の
申
告
利
度

は
あ
り
ま
せ
ん
が
第
一
種
よ

り
申
込
要
件
が
や
や
厳
格
で

す
。
詳
細
は
民
生
課
へ

申
込
受
付
は
年
に
二
～
三
回
区
役

所
、
支
所
で
受
け
付
け
ま
す
が
、

次
回
は
第
一
種
を
三
月
下
旬
頃
受

付
け
る
予
定
で
す
か
ら
ラ
ジ
オ
新

聞
に
御
注
意
下
さ
い
。

又
第
一
種
住
宅
は
予
め
自
分
が
住

宅
に
困
窮
し
て
い
る
実
態
を
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
こ
の

申
告
は
四
月
下
旬
頃
実
施
の
予
定

で
す
。

特別区民税の申告を
= お 忘 れ な く=

特
別
区
民
税
は
み
な

さ
ん
の
申
告
に
も
と

ず
い
て
課
税
さ
れ
ま

す
。

昨
年
中
所
得
の
あ
つ

た
方
は
も
ち
ろ
ん
所

得
の
な
か
つ
た
方
も

三
月
中
に
申
告
書
を

提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
会
社
、
事
業
所

が
申
告
す
る
こ
と
に

な
つ
て
い
る
区
民
税

給
与
支
払
報
告
書
を

未
だ
お
出
し
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ

も
お
忘
れ
な
く
提
出
願
い
ま
す
。

第
七
出
張
所
仮
移
転

去
る
二
月
十
一
日
早
朝
類
焼
を
蒙

つ
た
第
七
出
張
所
は
早
速
関
原
保

育
園
(
関
原
不
動
尊
内
)
の
一
部

に
仮
移
転
し
て
窓
口
事
務
を
取
り

扱
つ
て
い
ま
す
。

幸
い
火
災
の
際
、
必
要
な
書
類
は

地
元
の
協
力
に
よ
り
全
部
運
び
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
事
務

に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
再
建
計
画
に
着
手
し
急
ぎ
復

旧
に
努
め
て
お
り
ま
す
か
ら
、
し

ば
ら
く
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
ご
了
承
下
さ
い
。

な
お
電
話
は
以
前
ど
お
り
(
8
8
)
一
六

六
五
で
す
。

第
一
回
足
立
区
議
会

三
月
十
二
日
に
開
会

今
年
最
初
の
足
立
区
議
会
は
十
二

日
に
開
会
さ
れ
十
三
の
議
案
を
審

議
し
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
主
な
も
の
は
五
億

六
千
八
百
余
万
円
に
上
る
昭
和
三

十
二
年
度
新
予
算
を
始
め
、
足
立

区
教
育
会
館
設
置
条
例
、
本
木
小

学
校
分
校
廃
止
、
本
木
東
小
学
校

新
設
、
蒲
原
中
学
校
新
設
、
第
十

二
中
学
校
分
校
廃
止
、
第
六
中
学

校
の
移
転
、
昭
和
三
十
一
年
度
追

加
予
算
等
重
要
な
も
の
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

あだちの
今昔

千
住
の
七
不
思
議

前
号
で
は
西

新
井
の
お
こ

り
を
お
話
し

し
た
わ
け
で

す
が
こ
の
回

で
は
千
住
の

七
不
思
議
に
つ
い
て
そ
の
う
ち
面

白
い
話
を
三
つ
ほ
ど
お
話
し
し
ま

し
よ
う
。

子
福
様
と
油
揚

千
住
四
丁
目

長
延
寺
境
内

に
子
福
様
と
い
う
稲
荷
社
が
あ
つ

た
。
こ
の
社
は
疲
れ
、
肩
の
凝
り

下
の
病
、
子
供
の
病
一
切
に
効
顕

あ
ら
た
か
で
、
祈
願
す
る
も
の
が

絶
え
な
か
つ
た
が
、
全
快
の
御
礼

に
油
揚
を
奉
納
し
な
い
と
再
び
同

じ
病
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。

社
の
裏
に
孤
が
住
ん
で
い
る
小
穴

が
あ
り
、
あ
る
夜
近
く
の
家
は
入

つ
て
寝
て
い
た
老
人
の
上
に
の
り

肩
が
凝
つ
て
目
を
覚
し
た
老
人
か

ら
油
揚
を
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来

た
の
に
味
を
し
め
て
、
餌
に
困
る

と
何
度
も
繰
り
返
し
た
の
で
、
困

つ
た
人
達
が
一
層
の
こ
と
お
祀
り

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
こ
れ

が
前
述
の
こ
と
に
ま
で
発
展
し
た

も
の
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。

又
一
説
に
は
柳
原
に
と
殺
場
が
あ

り
こ
こ
か
ら
野
犬
が
皮
や
肉
を
盗

み
口
に
血
を
つ
け
た
ま
ま
千
住
の

在
に
き
て
人
を
驚
か
し
た
こ
と
か

ら
こ
の
話
が
出
た
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

牧
の
野
の
大
蛇

い
ま
の
千
住

緑
町
を
牧
の

野
と
云
つ
た
時
代
、
千
住
の
遊
廓

は
ま
だ
千
住
二
丁
目
に
あ
つ
た
。

そ
の
頃
遊
廓
の
中
に
あ
る
蜂
岸
楼

に
お
牧
と
い
う
遊
女
が
い
て
若
く

美
し
い
上
に
素
直
で
も
あ
つ
た
の

で
、
彼
女
を
め
ぐ
る
達
引
は
大
へ

ん
な
も
の
で
あ
つ
た
が
、
と
う
と

う
川
越
夜
舟
の
舟
頭
と
結
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
或
る
夜
、
駆
け
落

ち
を
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

し
か
し
約
束
の
場
所
に
待
て
ど
暮

せ
ど
来
な
い
男
の
心
変
り
に
、
怒

り
と
哀
し
み
を
拘
き
な
が
ら
お
牧

は
荒
川
に
身
を
投
げ
て
し
ま
つ
た

そ
の
後
川
越
夜
舟
が
こ
こ
を
通
る

と
一
匹
の
大
蛇
が
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
出
て
来
て
、
舟
の
横
腹
に
ぶ

つ
か
り
、
ひ
つ
く
り
返
す
と
い
う

椿
事
が
続
い
た
の
で
人
々
は
お
牧

の
祟
り
で
あ
る
と
し
て
川
越
に
地

蔵
一
基
を
建
て
て
冥
福
を
祈
つ
た

と
い
う
。
こ
れ
は
荒
川
の
流
路
と

潮
流
の
関
係
で
入
江
の
木
材
が
河

に
出
入
し
舟
に
衡
突
し
た
の
が
お

牧
を
思
い
出
し
た
舟
頭
に
蛇
に
見

え
た
の
で
あ
ろ
う
。

片
葉
の
葦

弘
法
大
師
が
荒
川

を
渡
つ
た
と
き
そ

の
御
威
光
に
ひ
れ
伏
し
て
河
原
の

葦
葉
迄
が
一
方
に
な
び
き
、
そ
の

ま
ま
片
葉
の
葦
と
し
て
今
日
迄
残

つ
た
も
の
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。

し
か
も
こ
の
片
葉
の
葦
も
関
屋
天

神
の
あ
つ
た
塚
附
近
に
の
み
生
え

て
い
た
が
絶
え
て
今
は
な
い
。

(
足
立
区
史
よ
り
)
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戸
籍
の
は
な
し

皆
さ
ん
が
区
役
所
に

足
を
運
ぶ
用
事
の
う

ち
戸
籍
関
係
の
も
の

が
大
変
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
回
で
は
戸
籍
の
歴
史

か
ら
現
在
の
戸
籍
等
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
と
話
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

戸

籍
の

は
じ
ま
り
と
変
遷

わ
が
国
の
戸
籍
の
は
じ
ま
り
は
非

常
に
古
く
垂
仁
天
皇
の
時
代
に
天

皇
が
人
民
を
調
査
さ
せ
た
事
が
歴

史
的
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

当
時
は
制
度
と
し
て
確
立
し
た
も

の
で
な
く
全
国
的
に
統
一
し
て
行

な
つ
た
の
は
孝
徳
天
皇
の
文
化
元

年
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
当
時
支
那
か
ら
輸
入

さ
れ
た
も
の
で
今
の
国
勢
調
査
に

近
い
も
の
で
戸
籍
の
帳
簿
と
し
て

調
製
さ
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
六
年

後
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
こ
の

時
が
日
本
の
戸
籍
制
度
の
は
じ
め

と
す
る
の
が
通
説
に
な
つ
て
い
ま

す
。(
今
か
ら
千
三
百
年
の
昔
に

当
り
ま
す
。
)

そ
の
時
代
は
戸
籍
と
い
う
名
前
で

な
く
「
ヘ
フ
ミ
タ
」
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
。
「
へ
」
は
「
戸
」
と
か

「
家
」
の
意
味
で
「
フ
ミ
タ
」
は

「
文
板
」
の
意
味
で
す
。
し
か
し

こ
れ
は
今
の
戸
籍
と
は
全
く
性
質

目
的
が
違
つ
て
い
て
租
税
や
賦
役

を
課
す
る
為
の
基
礎
資
料
と
し
た

り
、
盗
賊
や
浮
浪
者
を
防
止
し
親

族
関
係
を
明
確
に
し
て
刑
事
責
任

能
力
を
確
認
す
る
等
多
く
の
目
的

を
も
つ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
制
度

も
段
々
実
行
で
き
な
く
な
り
武
家

が
政
治
を
執
る
よ
う
に
な
る
と
全

く
か
え
り
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。

徳
川
幕
府
の
寛
永
年
間
キ
リ
ス
ト

教
の
信
仰
を
禁
止
す
る
政
策
が
執

ら
れ
た
と
き
再
び
こ
の
制
度
が
採

用
さ
れ
、
毎
年
僧
侶
に
人
民
の
「

宗
門
改
め
」
を
さ
せ
名
主
は
人
別

帳
(
戸
籍
)
を
調
製
さ
せ
ま
し
た

「
宗
門
改
め
」
と
は
名
主
に
毎
月

そ
の
町
内
の
生
死
、
地
借
、
店
借

同
居
人
等
の
出
入
を
調
査
し
て
専

ら
尋
ね
人
な
ど
の
検
察
の
便
に
供

し
ま
し
た
。

徳
川
時
代
の
後
期
に
は
こ
の
「
宗

門
改
め
」
を
も
と
と
し
て
警
察
や

徴
税
の
目
的
を
も
附
加
し
て
今
の

戸
籍
制
度
の
基
礎
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。

明
治
時
代
の
戸
籍

明
治
維
新
政
府
は
当
時
の
国
内
不

安
を
除
去
す
る
に
は
人
民
を
掌
握

す
る
事
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
明

治
四
年
戸
籍
法
と
い
う
法
律
が
定

め
ら
れ
明
治
五
年
に
実
際
に
行
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
今
の
よ
う
な
戸
籍
の
は
じ

ま
り
で
写
真
左
下
が
現
在
当
区
役

所
に
残
つ
て
い
る
そ
の
頃
の
戸
籍

で
す
。

内
容
は
本
籍
・
氏
名
・
年
令
・
婚

姻
・
縁
組
・
離
婚
・
離
縁
等
の
ほ

か
浮
浪
人
取
締
の
目
的
の
た
め
特

に
職
業
、
印
鑑
、
宗
旨
、
犯
罪
の

記
載
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
十
九
年
に
は
多
少
改
め
ら
れ

出
産
、
死
亡
、
矢
踪
、
改
名
、
廃

嫡
等
に
届
出
義
務
を
課
し
又
戸
籍

簿
の
調
製
、
記
載
の
方
法
を
定
め

一
段
と
整
備
さ
れ
た
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

明
治
三
十
一
年
に
な
つ
て
新
し
い

戸
籍
法
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
ま
で

の
人
口
調
査
の
よ
う
な
こ
と
が
な

く
な
り
身
分
上
の
重
要
事
件
の
す

べ
て
を
統
一
的
に
記
録
す
る
こ
と

に
な
り
ま
り
た
。

大
正
時
代
に
手
続
上
大
き
な
改
正

が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
の
時
代

に
入
り
終
戦
に
よ
る
民
主
化
と
と

も
に
人
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
根

本
的
に
改
め
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
れ

て
戸
籍
法
も
す
つ
か
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
が
現
在
の
戸
籍
で

す
。い

ま
の
戸
籍

終
戦
と
共
に
民
主
化
が
強
く
推
進

さ
れ
昭
和
二
十
二
年
新
し
い
憲
法

が
定
め
ら
れ
そ
れ
に
伴
つ
て
民
法
(

個
人
間
の
権
利
と
義
務
を
定
め

た
法
律
)
も
大
改
正
が
あ
り
そ
の

う
ち
で
も
親
族
、
相
続
に
つ
い
て

の
規
定
は
全
面
的
に
改
正
が
さ
れ

個
人
の
尊
厳
と
男
女
の
平
等
と
い

う
こ
と
に
基
い
て
家
族
制
度
は
徹

底
的
に
民
主
化
さ
れ
全
く
破
壊
さ

れ
る
に
至
り
こ
れ
に
従
つ
て
戸
籍

制
度
も
自
ら
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
の
戸
籍
は
家
の
登
録
で
戸

主
を
中
心
と
し
て
こ
れ
と
と
も
に

一
家
を
構
成
す
る
家
族
で
戸
籍
を

形
づ
く
り
戸
主
に
専
権
的
な
支
配

力
と
権
利
を
も
た
せ
て
い
た
の
で

す
が
新
し
い
憲
法
の
も
と
で
は
家

の
制
度
は
な
く
な
り
国
民
の
各
個

人
個
人
の
身
分
関
係
を
公
認
す
る

公
文
書
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
戸
籍
も
一
人
一
人
独
立
し

て
作
る
の
が
良
い
の
で
す
が
そ
れ

で
は
個
人
間
の
身
分
関
係
を
知
る

上
に
不
便
で
し
か
も
多
く
の
経
費

や
労
力
が
必
要
な
の
で
夫
婦
と
親

子
つ
ま
り
ふ
つ
う
考
え
ら
れ
て
い

る
家
庭
を
一
つ
を
単
位
と
し
て
つ

く
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

話
を
転
じ
て
戸
籍
の
意
味
を
明
ら

か
に
し
て
見
ま
し
よ
う
。

わ
が
国
の
い
ま
の
戸
籍
は
親
族
団

体
を
形
作
つ
て
い
る
人
個
人
個
人

の
出
生
か
ら
死
亡
ま
で
の
身
分
上

の
重
要
事
項
(
婚
姻
、
養
子
縁
組

離
婚
、
養
子
離
縁
等
)
を
時
間
的

に
記
載
し
た
公
文
書
と
い
う
こ
と

が
出
来
ま
す
。

戸
籍
の
役
わ
り

戸
籍
は
個
人
の
出
生
か
ら
死
亡
ま

で
の
身
分
関
係
、
配
偶
者
や
子
供

の
関
係
等
々
人
の
身
分
上
の
い
ろ

い
ろ
な
関
係
が
正
確
に
記
さ
れ
、

こ
の
身
分
関
係
に
伴
う
す
べ
て
の

身
分
上
、
財
産
上
の
権
利
、
義
務

は
戸
籍
に
よ
つ
て
立
証
さ
れ
る
こ

と
の
ほ
か
衛
生
行
政
の
基
本
と
な

る
人
口
動
態
統
計
の
基
礎
資
料
の

提
供
、
住
民
登
録
の
正
確
さ
の
保

証
等
の
役
目
を
併
せ
も
つ
て
い
ま

す
。

そ
し
て
戸
籍
は
誰
で
も
自
分
や
他

人
の
を
見
る
事
が
出
来
、
必
要
に

応
じ
て
騰
本
(
全
部
を
写
し
と
つ

た
も
の
)
抄
本
(
一
部
を
写
し
と

つ
た
も
の
)
記
載
事
項
証
明
等
を

も
ら
う
こ
と
も
出
来
ま
す
。

戸
籍
は
市
・
区
役
所
、
町
村
役
場

に
原
本
を
法
務
局
に
写
本
が
保
管

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

( い ま の 戸 籍)

( 明治五年式戸籍)


